
資料８

令和２年度取組⽬標
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令和２年度５月１３日
那賀川水系大規模氾濫減災協議会 事務局

令和２年度 那賀川水系大規模氾濫減災協議会の重点目標について

令和2年度は、「那賀川水系大規模氾濫に関する減災対策に係る取組方針」に基づき
各機関で取組を継続するが、その内容が多種・多岐に亘るため、協議会（幹事会）として
重点的に取り組む目標を定め、その目標の達成に向け、各機関連携し行動することとす
る。

【令和２年度 取組の重点目標】
概ね５年で実施する取組最終年度、100％の達成を目指す。

重点目標１
◆要配慮者利用施設の避難確保計画の提出促進
【具体的な取り組み内容】
・要配慮者利用施設の避難訓練においては徳島県及び国が作成した（洪水・土砂災
害）避難訓練の手引きを活用。

・講習会プロジェクト（市町毎に対象となる要配慮者利用施設の管理者等を集め、河
川事務所または県、市町担当者等の参画のもと講習会形式で計画作成について解
説）等を利用し、達成率100％を目指す。

（実施主体：市町・県・四国地整）

重点目標２
◆マイ・タイムラインの取組強化
【具体的な取り組み内容】
・逃げキッドを活用したワークショップの開催。住民一人一人が自分自身がとる標準
的な防災行動を時系列的に整理することで、災害時のチェックリストとして、また判
断のサポートツールとして利用。

（実施主体：市町・県・四国地整）

重点目標３
◆河川監視カメラの整備
【具体的な取り組み内容】
・河川状況が確認できることにより、住民の避難判断の材料となるため、現在の８箇所
から１４箇所に増設。
・併せて危機管理型水位計も那賀川・桑野川に34箇所設置予定。
（実施主体：四国地整）

重点目標４
◆堤防裏法尻の補強
【具体的な取り組み内容】
・施設能力を上回る洪水が引き起こす堤防決壊等による氾濫被害の最小化を図るた
め、越水が発生した場合でも堤防決壊まで時間を少しでも引き延ばすために、法尻
を補強すなど堤防構造を工夫する対策を実施。
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実施区間：那賀川左岸中島箇所・那賀川右岸住吉箇所
（実施主体：四国地整）

重点目標５
◆浸水被害軽減地区の情報共有
【具体的な取り組み内容】
・洪水の際に浸水の拡大を抑制する旧堤や自然堤防を水防管理者が浸水被害軽減
地区として指定し、保全を図ると水防法にて規定されている。

・那賀川においては岡川の旧堤が該当するが、現状が県道及び市道であり、土地開
発等の可能性が少ないため、協議会内での情報共有を図る。

（実施主体：協議会）

重点目標６
◆水防活動円滑化のために権限の一部を民間業者に委託
【具体的な取り組み内容】
・水防管理者等に水防活動のために認められている権限の一部を、水防管理者から
水防活動の委託を受けた民間事業者が行使できることにより、水防活動の円滑化を
図ることを検討。

（実施主体：市町）

重点目標７
◆水防法に伴う大規模工場の基準（用途及び規模）を条例等で制定等
【具体的な取り組み内容】

・水防法改正に伴う大規模工場等の基準（用途及び規模）を条例等で制定また
は、大規模工場等の位置付けを検討。

（実施主体：市町）

重点目標８
◆行政機関、災害対策病院等への情報伝達の充実
【具体的な取り組み内容】
・各行政機関の担当者リストを作成し、情報共有。
（実施主体：協議会）

重点目標９
◆洪水ハザードマップの作成・周知
【具体的な取り組み内容】
・令和２年度中に想定最大規模降雨による洪水を対象とした洪水ハザードマップを
作成。
（実施主体：阿南市）

重点目標１０
◆タイムラインによる避難訓練・広域避難訓練
【具体的な取り組み内容】

・タイムライン・広域避難による避難シナリオを作成、令和２年阿南市総合防災訓練
にて実施予定。
（実施主体：阿南市）
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要配慮者利⽤施設の確認

令和２年度は協議会全体として達成率１００％を⽬指します。

重点目標１

○逃げキッドを使ったワークショップの開催
マイ・タイムラインの取組強化

マイ・タイムラインは住⺠⼀⼈ひとりのタイ
ムラインであり、台⾵の接近によって河川の
⽔位が上昇する時に、⾃分⾃⾝がとる標準的
な防災⾏動を時系列的に整理し、とりまとめ
るものです。 時間的な制約が厳しい洪⽔発
⽣時に、⾏動のチェックリストとして、また
判断のサポートツールとして活⽤されること
で、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待さ
れています。

YouTubeにて使い⽅を確認
「逃げキッド」で検索
Part１ 「逃げキッド」ってなぁに？
Part２ リスクを知ろう
Part３ タイムラインの考え⽅を知ろう（１）
Part４ タイムラインの考え⽅を知ろう（２）
Part５ マイ・タイムラインを作ろう・使おう

重点目標２
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既存設備設置箇所 ●危機管理型水位計（１０箇所） ★水位計（３箇所） ■河川監視カメラ（８箇所）

令和２年度設置予定箇所 ●危機管理型水位計（３４箇所） ■河川監視カメラ（６箇所）

■

河川監視カメラ等の整備重 点 目 標 ３

堤防裏法尻の補強

施設能⼒を上回る洪⽔が引き起こす堤防決壊等による氾濫被害の最⼩化を図るため、
越⽔等が発⽣した場合でも堤防決壊までの時間を少しでも引き延ばすために、法尻を
補強するなど堤防構造を⼯夫する対策を実施します。

令和２年度⼯事区間

重点目標４
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阿南勝浦線（主要地⽅道22号線）

公図上では道路および⽔路

１．３ｋｍ

１．６ｋｍ

浸⽔被害軽減地区の情報共有重点目標５

令和2年度取組予定 阿南市

阿南市洪水ハザードマップ策定

平成27年の水防法改正により市町村は想定し得る最大規模の降雨に対応した
浸水想定のハザードマップを作成する必要が生じております。

これにより、平成28年5月に那賀川・桑野川の国直轄区間、平成30年5月に
は那賀川・桑野川の県管理区間、平成31年1月には福井川における「想定最大規
模の浸水想定が公表されたため、令和2年度に「想定最大規模」に対応した洪水
ハザードマップを作成します。

≪平成17年3月作成≫

重点目標９
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・タイムラインによる避難訓練（案）

タイムラインによる避難訓練・広域避難訓練

令和２年度 阿南市総合防災訓練
⽇時：令和２年11⽉15⽇（⽇）
場所：阿南第⼀中学校

（参考）令和元年度阿南市総合防災訓練の様⼦

重点目標１０

Ｈ26年に大規模な床上浸水被害が発生した鷲敷地区
において、徳島県床上浸水特別緊急事業における堤防
建設が施工中である。この堤防内に溜まる内水を、那
賀川の支線となる南川の上流域へ排水路を新設し内水
による浸水被害を軽減する。（Ｈ29年～Ｒ3年予定）

令和２年度取組予定【那賀町】
町単独南川排水路新設工事〈H29年～Ｒ3年〉

■ 取組
徳島県床上浸水特別緊急事業による堤防事業に加え、更に内水による浸水被害を軽減するため、那賀川の支線となる南川の上
流域へ排水する。

- 58 -

各機関の取組目標



自然災害伝承碑を地図に掲載（令和２年度継続）

〇過去に起きた津波や洪水などの自然災害の情報を伝える石碑を「自然災害伝承碑」として地理院地図

などへ掲載することにより、自然災害の教訓を地域のみなさまに適切にお伝えし、先人の教訓を踏まえ

た的確な防災行動による被害の軽減を目指す。

国土地理院

防災基本計画（平成30年6月中央防災会議）

第2編第1章第3節 国民の防災活動の促進

4 災害教訓の伝承
国及び地方公共団体は、過去に起こった大規
模災害の教訓や災害文化を確実に後世に伝え
ていくため、（略）広く一般の人々が閲覧で
きるよう地図情報その他の方法により公開に
努めるものとする。また、災害に関する石碑
やモニュメント等の持つ意味を正しく後世に
伝えていくよう務めるものとする。

１８市町村５９基
2020年4月1日現在

「地図」
↓

「災害伝承・避難場所」
↓

「自然災害伝承碑」
↓

「災害区分」を選択
↓

地図記号をクリック
伝承碑画像をクリック

↓

碑銘、災害名、伝承内容
などを表示

2万5千分1地形図
「高知」（部分拡大）

新刊行の紙地図に掲載

四国地方の公開状況

大規模災害時に地理空間情報を提供（継続）

• 〇国土地理院は災害対策基本法に基づく指定行政機関（四国地方測量部は指定地方行政機関）
として、大規模災害発生時には、関係機関に地理空間情報（空中写真など）を提供します。

また、ホームページ等のＷｅｂから国民の皆様にも公開します。

国土地理院

治水地形分類図

土地条件図

防災地理情報の
整備・公開・提供

色別標高図

など

被災状況の把握・分析

UAV(ﾄﾞﾛｰﾝ)による調査

くにかぜⅢで緊急撮影

浸水推定図

斜め写真

正射画像

垂直写真

高解像度の画像は、罹災証明
や災害査定の書類に使用可能

空中写真緊急撮影

くにかぜⅢ

提供・公開

外付HDD DVD

関係する機関（国、県、市
町村等）に提供します。

ホームページ等で公開

地理院地図

ＱＲコード

https://maps.gsi.go.jp/

地理院地図
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徳島県
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